

















































































































































































ん、小企さんなどのグループのお考えで、それと梨本さんらの御芯見とが合致して、大阪産業科学研究所期成同盟というのを昭和十二年につくったのであります。そ 前に 機関設置促進為志協議会というのがあって、これが政治経済研究所の中に設けられていました。そして期成間関から要望書を文部省へ提出 たの 研創立のきっかけになるのであります。こ 持の土地の寄付 問題について伊藤竹之助さんとのやりとりのことが伊藤忠兵衛問顧録 記されています。湯川
有難うございました。私は伊藤忠兵衛さんから大阪産業科学
































































































































































































































なり居場所がなくなってしまったわけです。しか も 研究をはじめていましたので、嫌でも自分の研究をやらねばならなくなったわけです。南方資源のいろん 珍しい化学物質 探そうと思っておりましたのが、
ひょんなことで澱粉に関係するようになって、その物性に興味








請してい 新しい一一一部門が通りません 、その代わり昭和 九年に音研ができ わけです。
加藤
立問研設立については私は何も知りません。音研ができてから























































































つながったと思 ます。というのは、放射線実験所が立派だったので、それに糾激されたような形で なんとか従来 ボロボロの木造建物を鉄筋に建て替えるわけにはいかないかと考えたのが、そもそもの動機だったように思います。そこで、政射線実験一昨の増築 時だった 記憶していますが、その建物に産研の新しい建物 ボチボチ縦ぎ足していこうという案がまず出されまし 。放射線実験所の増築と並行して、皮研の建て替えを段措的に進めるという案を作って、その青写真なども作りました。 かし、文部省の方針 しては、産研よりもっ ボロボロの建物があり、耐用期限に達し いから、版印刷の改築は駄目だと一一一日うことにな ま た。ここで改築が駄自なら移転というこ を考えざるを得なくなったわけです。移転という点では大阪大学 統合方針が議論されていましたが、
私共の
訴の防、いは宿替えしたら新しい













































































































































































































































すが、現在、この研究所で向こう十年叫に推進すべき研究計闘を松索中で、出来れば部門別で協力して収組める課題を設定したいとワ!キング・グループを作って検討中であります。産税が五十周年 迎える日まで背様方是非ご地 でそ 成果を見て頂 たいと思います。原因
本日は旅初四十年の歩みにつきまして貴重なお話を伺いまし
たが、この
の記録を政研の資料として長く保存し、また一部は
阪大五十年史に使わせて頂きたいと思います。どうも有難 御出いました。
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